
　　　　

2026 年 7 月 5 日

10 時 00 分から 19 時 00 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

お花見、イースター、遠足（年2回）、夏祭り、誕生日会、クリスマスなど四季を通して開催します。

家族支援

日常生活の中での困りごとをお伺いし、支援方法を一緒に考えていきます。ご
家族様の負担を軽減できるように気持ちに寄り添い相談、援助させていただき
ます。

移行支援

送迎時などに学校の連携と当事業所連絡内容を相互に確認して支援の一貫
性を持つことができるように情報共有を行います。

地域支援・地域連携

保育園・幼稚園・こども園・学校・地域団体と協力し、子どもたちが地域社会
とのつながりを体験できる機会を提供できるように、相談支援事業所や行政機
関との連携を図ります。

職員の質の向上

定期的に研修を実施し、働きやすい環境づくりを目指します。

支　援　内　容

本
人
支
援

基本的な挨拶、荷物の管理や整理整頓、スケジュール管理、身辺自立など基本的な生活習慣が身につくように支援します。

感覚統合遊びや体幹運動・複数の動きがある運動などいろいろな運動を通して、身体能力が向上するように支援します。
いろいろな遊びや運動を通して感覚を刺激し、粗大運動や手先の微細運動の能力が向上するように支援します。

空間や物の概念の理解を促し、友達との適切な距離感や行動が習得できるように支援します。
いろいろな活動（制作、クラフト、サイエンス、クッキングなど）を通して、集中して取り組み、視覚提示などによりわかりやすく説明することで最後までやり遂げることができるように
支援します。

集団活動、チーム対抗戦のゲームや遊びなど友達との関わりを通して自分の思いをストレスなく伝えられるように支援します。
SSTを通して表情や態度、言葉などから相手の気持ちを察する力を身につけられるように支援します。

ルールやマナーが身につくように支援します。
SSTを通して相手の気持ちや立場に立った言動や行動ができるように支援します。

法人（事業所）理念
一人一人の個性を尊重し、その子らしく成長していく力を大切にします。
子どもたちが安心できる居場所として自立と社会参加に向けた小さな成功体験を積み重ねられる場所を提供します。
自分さえよければいいと思うのではなく、相手を自分自身のように愛をもって接し、誰かが困っていれば助けよう（手を差し伸べよう）という思いを大切にします。

支援方針

個別支援と集団活動を通してお子様が成長していく上で社会に順応できるように支援します。
対人関係などの困難を減らし社会生活に必要なスキルを楽しみながらそれぞれの特性を伸ばしていきます。また仲間と共に何かを作り上げる大切さを知り調和できるように支援します。
一人一人違った考えがあることを知り、上手にコントロールできるよう自ら心の状態を整えられるように支援します。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 なつめやし 支援プログラム（参考様式） 作成日


